
７-2  騒音 



 189

7-2 騒音 

7-2-1 現況調査 

騒音の現況調査概要を表 7-2-1 に示す。 

 

表 7-2-1 現地調査概要(騒音) 

調査項目 調査地点 調査方法 調査期間 

環境騒音 
事業計画地内北側 

1地点 

(平日、12時間) 

平成21年4月22日(水) 

7：00～19：00

騒音 

道路交通騒音 
事業計画地周辺 

道路沿道4地点 

日本工業規格

(JIS Z 8731)記載

の方法に準拠し

た、自動計測器に

よる連続測定 

(平日、24時間) 

平成21年4月22日(水) 

6：00～翌6：00

(休日、24時間) 

平成21年5月24日(日) 

6：00～翌6：00

自動車交通量 
道路交通騒音とあ

わせた4断面 
ハンドカウンタ
ーを用いた計測 

道路交通騒音とあわせて実
施した。 

 

1)現地調査 

(1)調査方法 

環境騒音及び道路交通騒音については、日本工業規格(JIS Z 8731)記載の方法に準拠し、自動

計測器による連続測定を行い、1時間毎の等価騒音レベル(LAeq)を測定した。 

自動車交通量については、1時間毎の車種別(大型車、小型車)の交通量を、ハンドカウンターを

用いて計測した。調査状況を写真7-2-1に示す。 

また、これらに付随して、騒音に係る環境基準等の整理を行った。 

 

 

写真 7-2-1(1) 騒音調査状況 
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(2)調査地点 

騒音の調査地点を図7-2-1に、調査地点の状況を写真7-2-2に示す。 

環境騒音については、事業計画地内の北側の1地点を選定した。道路交通騒音については、工事

施工中および関連施設供用後に影響が大きいと考えられる事業計画地周辺の4地点を選定した。ま

た、自動車交通量についても、道路交通騒音調査地点に併せて4断面選定した。地点Ｄについては、

付近に既存住宅があることから、草津沼田線との合流前の広島湯来線沿道とした。 

 

 
写真 7-2-2（2）調査地点の状況（環境騒音調査地点） 

写真 7-2-2（2）調査地点の状況（地点Ａ） 

 

写真 7-2-2（3）調査地点の状況（地点Ｂ） 

 

  

写真 7-2-2（4）調査地点の状況（地点Ｃ） 写真 7-2-2（5）調査地点の状況（地点Ｄ） 
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図 7-2-1騒音振動及び交通量調査地点 
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2)関連法規等 

(1)騒音に係る環境基準 

環境基本法に基づく騒音に係る環境基準を表7-2-2(1)～(3)に示す。また、広島県知事が指定す

る環境基準の地域の類型を表7-2-3に示す。 

騒音に係る環境基準は「一般地域」、「道路に面する地域」、「幹線道路を担う道路に近接する空

間」に区分されている。 

 

表 7-2-2(1) 騒音に係る環境基準(一般地域) 

基準値 

地域の類型(当てはめる地域) 昼間 

(午前 6時～午後 10 時まで) 

夜間 

(午後 10 時～翌日午前 6時まで)

ＡＡ 

(療養施設、社会福祉施設等が集合して設

置される地域など特に静穏を要する地

域) 

50 デシベル以下 40 デシベル以下 

Ａ及びＢ 

(専ら住居の用に供される地域) 
55 デシベル以下 45 デシベル以下 

Ｃ 

(相当数の住居と併せて商業、工業等の用

に供される地域) 

60 デシベル以下 50 デシベル以下 

 

表 7-2-2(2) 騒音に係る環境基準(道路に面する地域) 

基準値 

地域の区分 昼間 

(午前 6時～午後 10 時まで) 

夜間 

(午後 10 時～翌日午前 6時まで)

Ａ地域のうち 2車線以上の車線を有する

道路に面する地域 
60 デシベル以下 55 デシベル以下 

Ｂ地域のうち 2車線以上の車線を有する

道路に面する地域及びＣ地域のうち車線

を有する道路に面する地域 

65 デシベル以下 60 デシベル以下 

 

表 7-2-2(3) 騒音に係る環境基準(幹線交通を担う道路に近接する空間) 

基準値 

昼間 夜間 

70 デシベル以下 65 デシベル以下 

注 個別の住居等において騒音の影響を受けやすい面の窓を主として閉めた生活が営まれていると認められると

きは、屋内へ透過する騒音に係る基準(昼間にあっては 45 デシベル以下、夜間にあっては 40 デシベル以下)によ

ることができる。 

 

表 7-2-3 広島県知事が指定する地域の類型 

地域の類型 該当地域 

Ａ 
第一種低層住居専用地域、第二種低層住居専用地域 

第一種中高層住居専用地域、第二種中高層住居専用地域 

Ｂ 第一種住居地域、第二種住居地域、準住居地域 

Ｃ 近隣商業地域、商業地域、準工業地域、工業地域、工業専用地域 
注）各指定地域は「都市計画法第 8条第 1項第 1号」に掲げるところによる。 

資料）「騒音に係る環境基準の類型の指定」平成 11年県告示第 149号 
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(2)騒音規制法 

「騒音規制法」における特定建設作業に関する規制基準を表7-2-4に示す。「特定建設作業の騒

音が、特定建設作業の場所の敷地の境界線において、85デシベルを超える大きさのものでないこ

と」とされている。 

 

表 7-2-4 特定建設作業に伴って発生する騒音の規制に関する基準 

特定建設作

業 

１ くい打機（もんけんを除く）、くい抜機又はくい打くい抜機（圧入式くい打くい抜機を

除く）を使用する作業（くい打機をアースオーガーと併用する作業を除く） 

２ びょう打機を使用する作業 

３ さく岩機を使用する作業（作業地点が連続的に移動する作業にあっては、1日における

当該作業に係る 2地点間の最大距離が 50メートルを超えない作業に限る） 

４ 空気圧縮機（電動機以外の原動機を用いるものであって、その原動機の定格出力が 15

キロワット以上のものに限る。）を使用する作業（さく岩機の動力として使用する作業を

除く） 

５ コンクリートプラント（混練機の混練容量が 0.45 立方メートル以上のものに限る）又

はアスファルトプラント（混練機の混練重量が 200キログラム以上のものに限る。）を設

けて行う作業（モルタルを製造するためにコンクリートプラントを設けて行う作業を除

く） 

６ バックホウ（一定の限度を超える大きさの騒音を発生しないものとして環境大臣が指定

するものを除き、原動機の定格出力が 80キロワット以上のものに限る）を使用する作業

７ トラクターショベル（一定の限度を超える大きさの騒音を発生しないものとして環境大

臣が指定するものを除き、原動機の定格出力が 70キロワット以上のものに限る）を使用

する作業 

８ ブルドーザー（一定の限度を超える大きさの騒音を発生しないものとして環境大臣が指

定するものを除き、原動機の定格出力が 40キロワット以上のものに限る）を使用する作

業 

基準値 85dB以下 

作業時間 ①：19時～7時の時間内でないこと、②：22時～6時の時間内でないこと 

1日あたり

の 

作業時間 

①：10時間/日を超えないこと、②：14時間/日を超えないこと 

作業日数 連続 6日を超えないこと 

作業日 日曜日その他の休日でないこと 

注 1）①：第 1号区域…「騒音規制法」第 3条第 1項の規定により指定された区域のうち、イ．良好な住居の環境を保全するた

め、特に静穏の保持を必要とする区域であること。ロ．住居の用に供されているため、静穏の保持を

必要とする区域であること。ハ．住居の用に併せて商業、工業の用に供されている区域であって、相

当数の住居が集合しているため、騒音の発生を防止する必要がある区域であること。ニ．学校教育法

に規定する学校、児童福祉法に規定する保育所、医療法に規定する病院及び診療所のうち患者の収容

施設を有するもの、図書館法に規定する図書館並びに老人福祉法に規定する特別養護老人ホームの敷

地の周囲 80メートルの区域内であること。 

②：第 2号区域…「騒音規制法」第 3条第 1項の規定により指定された区域のうち、前号に掲げる区域以外の区域。 

注 2）建設作業騒音が基準値を超え、周辺の生活環境が著しく損なわれると認められる時は、1日における作業時間を、第 1号

区域においては 10時間未満 4時間以上、第 2号区域においては 14時間未満 4時間以上の間において短縮させることがで

きる。（昭和 43年、建設省・厚生省告示第 1号） 

注 3）表内 6、7、8の環境大臣が指定するものとは、「一定の限度を超える大きさの騒音を発生しないものとして、環境大臣が
指定するバックホウ、トラクターショベル及びブルドーザー」（平成 9年、環境庁告示第 54号）をいう。 
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7-2-2 調査結果 

1)現地調査 

①騒音(環境騒音、道路交通騒音) 

騒音の現地調査結果を表7-2-5に示す。 

環境騒音については、環境基準以下の数値であり、比較的静穏が保たれている結果となった。 

道路交通騒音については、広島湯来線(地点Ａ、地点Ｄ)について環境基準を超過する結果とな

っていた。 

 

表 7-2-5 騒音調査結果 

単位：dB 

測定結果(LAeq) 環境基準 
地点 

平日 

休日 昼間 夜間 昼間 夜間 
適用 

環境騒音 平日 50 - 55以下 45以下 市街化調整区域 

平日 71 68
地点Ａ 

休日 70 67

平日 63 58
地点Ｂ 

休日 60 58

平日 67 61
地点Ｃ 

休日 65 61

平日 72 70

道路 

交通 

騒音 

地点Ｄ 
休日 71 68

70以下 65以下
幹線交通を 

担う道路 

※測定結果のうち網掛けの数値は、環境基準を超過しているものを示す。 

 

②自動車交通量 

自動車交通量の調査結果を表7-2-6(1)，(2)に示す。 



 195

表 7-2-6(1) 自動車交通量調査(平日) 

地点Ａ 地点Ｂ 地点Ｃ 地点Ｄ  

小型車 大型車 小型車 大型車 小型車 大型車 小型車 大型車 

06:00-07:00 1,167 296 122 35 305 11 1,117 253

07:00-08:00 2,138 283 244 38 731 24 1,423 234

08:00-09:00 1,884 332 354 44 676 50 1,275 249

09:00-10:00 1,380 399 304 60 564 47 1,109 422

10:00-11:00 1,399 355 298 46 485 32 1,153 349

11:00-12:00 1,232 334 283 67 436 37 1,104 411

12:00-13:00 1,283 310 243 51 404 20 1,095 311

13:00-14:00 1,278 347 234 72 426 30 1,068 373

14:00-15:00 1,353 368 238 42 419 32 1,191 345

15:00-16:00 1,432 326 189 62 476 32 1,225 361

16:00-17:00 1,574 307 260 49 535 29 1,340 311

17:00-18:00 1,993 235 239 25 679 25 1,686 196

18:00-19:00 1,841 220 198 22 630 22 1,501 152

19:00-20:00 1,543 155 149 27 492 21 1,490 154

20:00-21:00 1,096 156 111 6 280 14 1,007 128

21:00-22:00 851 122 75 25 264 11 829 131

22:00-23:00 617 116 52 16 195 7 551 116

23:00-00:00 318 88 18 16 101 0 315 114

00:00-01:00 210 154 22 22 103 5 201 140

01:00-02:00 161 140 12 33 54 0 155 154

02:00-03:00 126 151 30 24 37 1 146 139

03:00-04:00 134 180 15 22 30 4 141 174

04:00-05:00 219 119 10 28 34 1 162 169

05:00-06:00 417 154 43 38 70 6 363 237

24 時間計 25,646 5,647 3,743 870 8,426 461 21,647 5,623
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表 7-2-6(2) 自動車交通量調査(休日) 

地点Ａ 地点Ｂ 地点Ｃ 地点Ｄ  

小型車 大型車 小型車 大型車 小型車 大型車 小型車 大型車 

06:00-07:00 466 104 36 13 126 4 392 96

07:00-08:00 944 98 140 10 221 17 850 72

08:00-09:00 1,261 114 352 13 334 14 1,130 90

09:00-10:00 1,404 109 338 12 378 18 1,261 98

10:00-11:00 1,364 86 297 9 419 20 1,160 97

11:00-12:00 1,428 65 364 19 428 18 1,223 89

12:00-13:00 1,423 111 230 33 420 19 1,317 119

13:00-14:00 1,388 78 245 14 406 17 1,231 88

14:00-15:00 1,471 97 296 9 419 17 1,337 76

15:00-16:00 1,577 71 183 9 414 18 1,406 60

16:00-17:00 1,700 79 215 4 476 18 1,394 85

17:00-18:00 1,692 81 184 4 522 17 1,442 66

18:00-19:00 1,351 102 112 5 429 14 1,196 69

19:00-20:00 1,108 74 90 7 284 11 987 72

20:00-21:00 791 95 68 5 228 12 745 95

21:00-22:00 729 64 48 8 182 9 634 70

22:00-23:00 507 60 47 10 145 1 541 62

23:00-00:00 294 60 44 16 106 2 300 77

00:00-01:00 176 103 23 20 42 2 159 95

01:00-02:00 147 84 10 12 32 0 123 90

02:00-03:00 110 83 19 21 37 2 121 108

03:00-04:00 127 114 9 18 27 4 118 135

04:00-05:00 224 104 16 19 18 3 154 152

05:00-06:00 422 131 52 43 79 4 404 234

24 時間計 22,104 2,167 3,418 333 6,172 261 19,625 2,295
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7-2-３ 予測 

1)予測項目 

騒音に関する予測は、次の項目について行った。 

(1)工事の実施による影響 

①工事用資材等の搬出入による等価騒音レベル(LAeq)の変化 

②建設機械の稼動による騒音レベル(90％レンジの上端値(L5))の変化 

(2)施設の供用による影響 

①施設関連車両の走行による等価騒音レベル(LAeq)の変化 

 

2)予測時点 

(1)工事の実施による影響 

①工事用資材等の搬出入による等価騒音レベル(LAeq)の変化 

工事工程より、工事用車両台数が最も多くなる時期（工事開始後5年７ヶ月目）とした。 

 

②建設機械の稼動による騒音レベル(90％レンジの上端値(L5))の変化 

工事工程より、事業計画地周辺における環境保全対象（事業計画地北側周辺の既存住宅）へ

の影響が最も高くなると考えられる時期（工事開始後2年2ヶ月目：Ｂ～Ｄ工区の造成工事）と

した。 

 

(2)施設の供用による影響 

①施設関連車両の走行による等価騒音レベル(LAeq)の変化 

施設供用後に発生集中交通量が最も多くなると考えられる、平成27年度の平日及び休日（発

生集中交通量が大きい1日）とした。 

 

3)予測地点 

(1)工事の実施による影響 

①工事用資材等の搬出入による等価騒音レベル(LAeq)の変化 

主要な工事用車両走行ルートの道路端とし、工事用大型車両が走行する広島湯来線の2断面

（地点Ａ及びＤ：図7-2-1参照）とした※。地点Ｄについては、周辺に環境保全対象（既存住宅）

が存在することから、草津沼田線との合流前の断面を選定した。 

 

※ 「（仮称）石内東地区開発事業環境影響評価実施計画書」（平成21年1月）において、予測地点は

3断面としていたが、工事用大型車両ルートを南北のみに変更したため、2断面とした。 

 

②建設機械の稼動による騒音レベル(90％レンジの上端値(L5))の変化 

事業計画地敷地境界から約100mの範囲とした。 

 

(2)施設の供用による影響 

①施設関連車両の走行による等価騒音レベル(LAeq)の変化 

主要な施設関連車両走行ルートの道路端（地点Ａ～Ｄ：図7-2-1参照）とした。 
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4)予測方法 

(1)工事の実施による影響 

①工事用資材等の搬出入による等価騒音レベル(LAeq)の変化 

工事用資材等の搬出入による等価騒音レベル(LAeq)の変化について、日本音響学会式(ASJ 

RTN-Model 2003)による数値計算を用いて予測を行った。予測フローを図7-2-2に、予測式及び予

測条件を次ページ以降に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典)「道路環境影響評価の技術手法 2007 改訂版」((財)道路環境研究所) 

 

図7-2-2 予測フロー(工事用資材等の搬出入による等価騒音レベル(LAeq)の変化) 

予測地点の設定 

計算車線位置の設定、 
離散音源点の設定(車線別) 

ユニットパターンの計算 
(伝播計算)(車線別、車種別) 

ユニットパターンの 
エネルギー積分(車線別、車種別) 

LAeq 

全車種による LAeq 

予測対象道路・沿道の地形・地物などの条件 

・走行状態(定常、非定常、加速、減速) 
・速度条件 
・補正条件(舗装、縦断勾配、騒音放射の指向性など)

反射、回折、地表面効果、空気の音響吸収 

車線別・車種別交通量 

音響パワーレベルの設定 

道路構造・沿道条件の設定 
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ア. 予測式 

a. パワーレベルの算出 

道路交通騒音のパワーレベルは、以下の式を用いた。 

 

CVbaL ++= 10WA log  

 

ただし、 

V ：走行速度 (km/h) 

a ：車種別に与えられる定数 (下記表を参照) 

b ：速度依存性を表す係数 (下記表を参照) 

C ：基準値に対する補正項 

 

etcdirgradsurf LLLLC Δ+Δ+Δ+Δ=  

surfLΔ ：排水性舗装等による騒音低減に関する補正量 (dB) 

gradLΔ ：道路の縦断勾配による走行騒音の変化に関する補正量(dB) 

dirLΔ  ：自動車走行騒音の指向性に関する補正量(dB) 

etcLΔ  ：その他の要因に関する補正量(dB) 

 

音源のパワーレベルを求めるための定数 a、bを以下に示す。 

 

表 7-2-7(1) 定数 aの値 

車種分類 
定常走行区間 

(40km/h ≦ V ≦ 140km/h) 

非定常走行区間 

(10km/h ≦ V ≦ 60km/h) 

小型車類 46.7 82.3 

大型車類 53.2 88.8 

 

表 7-2-7(2) 定数 bの値 

車種分類 
定常走行区間 

(40km/h ≦ V ≦ 140km/h) 

非定常走行区間 

(10km/h ≦ V ≦ 60km/h) 

全車種 30 10 
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b. 伝搬計算 

騒音発生源から、予測地点までの伝搬計算は、以下の式を用いた。 

icor,10iWA,iA, log208 LrLL i Δ+−−=  

ここで、 

iA,L  ：i 番目の音源位置から予測点に伝搬する騒音の A特性音圧レベル (dB) 

iWA,L  ：i 番目の音源位置における自動車走行騒音の A特性音響パワーレベル (dB) 

ir  ：i 番目の音源位置から予測点までの直達距離 (m) 

icor,L  ：i 番目の音源位置から予測点にいたる音の伝搬に影響を与える各種の減衰要素に関する補正量 (dB) 

airgrnddifcor LLLL Δ+Δ+Δ=Δ  

difLΔ  ：回折に伴う減衰に関する補正量 (dB) 

grndLΔ  ：地表面効果による減衰に関する補正量 (dB) 

airLΔ  ：空気の音響吸収による減衰に関する補正量 (dB) 

 

c. エネルギー積分 

)
3600

10log(10 10/
1,

NL AEL
hAeq =  

6.35log10 10 −+= NLAE  

ただし、 

LAE ：1 台の自動車における単発騒音暴露レベル (dB) 

N ：1 時間あたりの自動車交通量 (台) 
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d. 地表面効果による減衰に関する補正 

地表面効果による減衰量は、以下の式を用いた。地表面の種類と、実効的流れ抵抗を表

7-2-5(3)に示す。 

∑
=

Δ=Δ
n

i
iLL

1
,grndgrnd  

ic

i
i r

rK
,

10log−  ici rr ,≥  
=Δ ,iLgrnd  { 

0  ici rr ,<  

,iLgrndΔ  ： i番目の地表面による減衰に関する補正量 (dB) 

iK  
： i番目の地表面による超過減衰に関する係数 
(地表面の種類と平均伝搬経路高を用いて計算する。) 

ir  ： i番目の地表面上の伝播距離 (m) 

icr ,  ： i番目の地表面による超過減衰が生じ始める距離 (m) 
 

表 7-2-7(3) 地表面の種類と実効的流れ抵抗 

地表面の種類 
地表面の実効的流れ抵抗 

eσ  (kPasm-2) 
コンクリート、アスファルト 20,000 

スポーツグラウンドなどの固い地面 1,250 

芝地、田んぼ、草地 300 

表面の柔らかい畑地、耕田 75 
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e. 縦断勾配による補正 

縦断勾配に関して、密粒舗装の大型車については、以下に示す式により補正した。補正を

適用する縦断勾配の最大値は、表 7-2-7(4)に示すとおり、走行速度別に与えられる。 

( )max
2 005.014.0 iiiiLgrad ≤≤+=Δ 　　　　  

i  ：道路の縦断勾配 (%) 

maxi  ：補正を適用する縦断勾配の最大値 

 
表 7-2-7(4) 補正を適用する縦断勾配の最大値 

走行速度[km/h] maxi  [%] 

40 7 

50 6 

60 5 

80 4 

100 3 
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イ. 予測条件 

a. 交通量 

予測地点における工事中の将来交通量を表 7-2-8(1)，(2)並びに図 7-2-3 に示す。 

将来交通量は、将来基礎交通量と工事用車両台数（p.43 表 2-17 参照）の和とした。将来基

礎交通量については、「7-1 大気質及び気象」と同様に現地調査結果の交通量を適用した。

（p.155 参照） 

なお、地点Ｄについては、周辺の環境保全対象との位置関係を考慮して、沿道近傍に住宅施

設が立地している広島湯来線を予測地点とした。 

 

 

表 7-2-8(1) 交通量(地点Ａ) 

現地調査結果 将来基礎 工事用車両 将来交通量  

小型車 大型車 小型車 大型車 小型車 大型車 小型車 大型車 

06:00-07:00 1,167 296 1,167 296 18 0 1,176 296

07:00-08:00 2,138 283 2,138 283 50 0 2,168 283

08:00-09:00 1,884 332 1,884 332 0 35 1,884 352

09:00-10:00 1,380 399 1,380 399 0 35 1,380 419

10:00-11:00 1,399 355 1,399 355 0 35 1,399 375

11:00-12:00 1,232 334 1,232 334 0 35 1,232 354

12:00-13:00 1,283 310 1,283 310 0 9 1,283 318

13:00-14:00 1,278 347 1,278 347 0 35 1,278 367

14:00-15:00 1,353 368 1,353 368 0 35 1,353 388

15:00-16:00 1,432 326 1,432 326 0 35 1,432 346

16:00-17:00 1,574 307 1,574 307 0 35 1,574 327

17:00-18:00 1,993 235 1,993 235 0 35 1,993 255

18:00-19:00 1,841 220 1,841 220 50 0 1,871 220

19:00-20:00 1,543 155 1,543 155 18 0 1,552 155

20:00-21:00 1,096 156 1,096 156 0 0 1,096 156

21:00-22:00 851 122 851 122 0 0 851 122

22:00-23:00 617 116 617 116 0 0 617 116

23:00-00:00 318 88 318 88 0 0 318 88

00:00-01:00 210 154 210 154 0 0 210 154

01:00-02:00 161 140 161 140 0 0 161 140

02:00-03:00 126 151 126 151 0 0 126 151

03:00-04:00 134 180 134 180 0 0 134 180

04:00-05:00 219 119 219 119 0 0 219 119

05:00-06:00 417 154 417 154 0 0 417 154

24 時間計 25,646 5,647 25,646 5,647 136 324 25,782 5,971
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表 7-2-8(2) 交通量(地点Ｄ) 

現況 将来基礎 工事用車両 将来交通量  

小型車 大型車 小型車 大型車 小型車 大型車 小型車 大型車 

06:00-07:00 1,117 253 1,117 253 25 0 1,142 253

07:00-08:00 1,423 234 1,423 234 66 0 1,489 234

08:00-09:00 1,275 249 1,275 249 0 54 1,275 303

09:00-10:00 1,109 422 1,109 422 0 54 1,109 476

10:00-11:00 1,153 349 1,153 349 0 54 1,153 403

11:00-12:00 1,104 411 1,104 411 0 54 1,104 465

12:00-13:00 1,095 311 1,095 311 0 12 1,095 323

13:00-14:00 1,068 373 1,068 373 0 54 1,068 427

14:00-15:00 1,191 345 1,191 345 0 54 1,191 399

15:00-16:00 1,225 361 1,225 361 0 54 1,225 415

16:00-17:00 1,340 311 1,340 311 0 54 1,340 365

17:00-18:00 1,686 196 1,686 196 0 54 1,686 250

18:00-19:00 1,501 152 1,501 152 66 0 1,567 152

19:00-20:00 1,490 154 1,490 154 25 0 1,515 154

20:00-21:00 1,007 128 1,007 128 0 0 1,007 128

21:00-22:00 829 131 829 131 0 0 829 131

22:00-23:00 551 116 551 116 0 0 551 116

23:00-00:00 315 114 315 114 0 0 315 114

00:00-01:00 201 140 201 140 0 0 201 140

01:00-02:00 155 154 155 154 0 0 155 154

02:00-03:00 146 139 146 139 0 0 146 139

03:00-04:00 141 174 141 174 0 0 141 174

04:00-05:00 162 169 162 169 0 0 162 169

05:00-06:00 363 237 363 237 0 0 363 237

24 時間計 21,647 5,623 21,647 5,623 182 498 21,829 6,121
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図 7-2-3 騒音振動予測地点の将来 
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b. 道路条件 

予測地点における道路条件を、図 7-2-4(1)～(4)に示す。 

騒音源は各方向の車線中央に設定した。また、予測高さは、敷地境界位置の地上高さ 1.2m に設

定した。 

 

 

 

 

 

 

図 7-2-4(1) 道路条件(地点Ａ) 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-2-4(2) 道路条件(地点Ｂ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-2-4(3) 道路条件(地点Ｃ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-2-4(4) 道路条件(地点Ｄ) 

規制速度：40km/h 

1.5 8.5 1.5 

事業計画地方向 国道 2号方向 
CL 

4.5 4.5 17.0 

CL 
事業計画地方向 五月が丘交差点方向 

規制速度：50km/h 

1.0 6.0 

事業計画地 

方向 

沼田分れ 

交差点方向 

規制速度：30km/h

4.0 22.0 

事業計画地方向 

CL 

原田・五日市線方向 

4.0 

規制速度：50km/h
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②建設機械の稼動による騒音レベル(90％レンジの上端値(L5))の変化 

建設機械の稼動による騒音レベル(90％レンジの上端値(L5))の変化について、伝播理論式によ

る数値計算を用いて予測を行った。予測フローを図 7-2-5 に、予測式及び予測条件を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-2-5 予測フロー(建設機械の稼動による騒音レベル) 

 

ア. 予測式 

a. 伝搬計算 

点音源による距離減衰式および複数音源の騒音レベル合成式を用いた。 

RrLL −−−= 8log20 10wr  

ここで、 

rL  ：i 番目の音源位置から予測点に伝搬する騒音の A特性音圧レベル (dB) 

wL  ：i 番目の音源位置における自動車走行騒音の A特性音響パワーレベル (dB) 
r  ：i 番目の音源位置から予測点までの直達距離 (m) 

R  ：i 番目の音源位置から予測点にいたる音の伝搬に影響を与える各種の減衰要素に関する補正量 (dB) 

 

b. 騒音レベル合成式 

L = 10 log10(10
L1/10+10L2/10+…+10Ln/10) 

 ここで、 

L ：合成騒音レベル (dB) 

Ln ：各建設機械からの騒音レベル (dB) 

 

建設機械の設定 ・建設機械の種類 
・建設機械の台数 

対象とする騒音源の設定 

工事区・予測点の設定 

予測値(LA5) 

・建設機械の位置 
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c. 回折に伴う減衰に関する補正量 

工事施工範囲に仮囲いなどの遮蔽物を設置する場合について、次の式により、回折に伴う

減衰に関する補正量を考慮した。 

 

4.18log10 10 −− δ  1≥δ  

)(sinh2.155 42.01 δ−±−  1069.0 <≤− δ  =Δ dL  { 
 0  069.0−<δ  

※ただし、式中の±符号は、δ<0(予測点から騒音源が見渡せる)の場合に＋、δ≧の場合に－とする。 

 

ここで、 

ΔLd ：回折に伴う減衰量 (dB) 

δ ：行路差 (m) 

 

イ. 予測条件 

予測条件として、建設機械稼働台数、建設機械のパワーレベル及び騒音源位置を示した。 

a. 建設機械稼働台数 

工事計画より、事業計画値北側への影響が最も大きくなると考えられる時期（工事開始後 2

年 2ヶ月目）の建設機械の種類および稼働台数を、表 7-2-9 に示す。 

 

表 7-2-9 建設機械稼働台数(土工事) 

建設機械の種類 規格 同時稼働台数(台) 

ブルドーザ 21t 級 2 

ブルドーザ 32t 級 7 

ブルドーザ 60t 級 1 

クローラ － 1 

バックホウ 0.7m3 級 4 

バックホウ 3.8m3 級 3 

ブレーカ 1.2m3 級 6 

ブレーカ 0.7m3 級 3 

振動ローラー 起振力 30t 級 6 

グレーダー － 2 

散水車 10t 2 

ダンプトラック 45t 6 

キャリーオールスクレパー  6 

計 － 49 
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b. 建設機械のパワーレベル 

建設機械のパワーレベルを表 7-2-10 に示す。 

パワーレベルは、建設機械の種類及び規格に合わせて、既存資料を基に設定した。 

 

表 7-2-10 建設機械稼働台数 

建設機械の種類 規格 
パワーレベル 

(dB) 
資料名※ 

ブルドーザ 21t 級 105 1 

ブルドーザ 32t 級 105 1 

ブルドーザ 60t 級 105 1 

クローラ － 98 2 

バックホウ 0.7m3 級 106 1 

バックホウ 3.8m3 級 106 1 

ブレーカ 0.7m3 級 106 1 

ブレーカ 1.2m3 級 106 1 

振動ローラー 起振力 30t 級 104 1 

グレーダー － 92 3 

散水車 10t 93 2 

ダンプトラック 45t 93 2 

キャリーオールスクレパー 22SA 105 1 

※1：低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定(建設省) 

2：建設工事に伴う騒音振動対策ハンドブック((社)日本建設機械化協会) 

3：建設騒音及び振動の防止並びに排除に関する調査試験報告書(建設省土木研究所) 

 

c. 騒音源位置 

騒音源の位置(建設機械の稼動位置)を、図 7-2-6 に示す。 
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図 7-2-6騒音源位置 
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(2)施設の供用による影響 

①施設関連車両の走行による等価騒音レベル(LAeq)の変化 

ア. 予測式 

予測式は「①工事用資材等の搬出入による等価騒音レベル(LAeq)の変化」と同様に、日本音響学

会式(ASJ RTN-Model 2003)による数値計算を用いて予測を行った。 

 

イ. 予測条件 

a. 交通量 

供用時の交通量の条件を、表 7-2-11(1)～(8)及び図 7-2-7 に示す。このうち、地点Ａ～Ｃにお

ける休日の交通量条件は「7-1 大気質及び気象」と同様である。 

将来基礎交通量については、広島市より提供された資料を用いて、平成 26 年度以降における西

風新都地区の開発状況（安全側として想定）を踏まえて推計を行い、事業の進捗に応じて、平成

27 年度の交通量として設定した。 

なお、時間交通量については、現況交通量の時間変動係数を適用して設定した。 

施設関連車両については、以下のとおり設定した。 

 

・ 住宅関連車両：すべて小型車とし、時間交通量は現況交通量の時間変動係数を適用した。 

・ 業務施設関連車両：時間交通量は現況交通量の時間変動係数を適用し、大型車混入率に

ついては平成 17 年度道路交通センサスベースの「広島県将来交通量推計担当者会議 

H21.2」で採用された下記の発生集中量予測モデルに基づいて設定した（資料編p.5参照）。 

・ 商業施設関連車両：時間交通量及び大型車混入率については、広島市近郊における類似

事例（イオンモール府中広島ソレイユ）に基づいて設定した。 

 

b. 道路条件 

道路条件については、「①工事用資材等の搬出入による等価騒音レベル(LAeq)の変化」と同様で

ある。 
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表 7-2-11(1) 交通量(地点Ａ：平日) 

現地調査結果 将来基礎交通量 施設関連車両 将来交通量  

小型車 大型車 小型車 大型車 小型車 大型車 小型車 大型車

06:00-07:00 1,167 296 801 203 34 188  835 391 

07:00-08:00 2,138 283 1,466 194 57 188  1523 382 

08:00-09:00 1,884 332 1,292 228 76 2  1368 230 

09:00-10:00 1,380 399 947 274 148 2  1095 276 

10:00-11:00 1,399 355 960 243 356 2  1316 245 

11:00-12:00 1,232 334 845 229 463 2  1308 231 

12:00-13:00 1,283 310 881 212 501 2  1382 214 

13:00-14:00 1,278 347 877 238 582 2  1459 240 

14:00-15:00 1,353 368 929 252 669 2  1598 254 

15:00-16:00 1,432 326 982 224 709 2  1691 226 

16:00-17:00 1,574 307 1,080 211 689 2  1769 213 

17:00-18:00 1,993 235 1,367 161 648 2  2015 163 

18:00-19:00 1,841 220 1,263 151 583 0  1846 151 

19:00-20:00 1,543 155 1,058 107 468 0  1526 107 

20:00-21:00 1,096 156 752 107 332 0  1084 107 

21:00-22:00 851 122 584 84 241 0  825 84 

22:00-23:00 617 116 423 80 125 0  548 80 

23:00-00:00 318 88 218 61 42 0  260 61 

00:00-01:00 210 154 144 106 7 0  151 106 

01:00-02:00 161 140 111 96 7 0  118 96 

02:00-03:00 126 151 86 104 7 0  93 104 

03:00-04:00 134 180 92 123 8 0  100 123 

04:00-05:00 219 119 150 82 8 0  158 82 

05:00-06:00 417 154 286 106 12 0  298 106 

24 時間計 25,646 5,647 17,594 3,876 6,772 396  24,366 4,272 

※将来交通量＝将来基礎交通量＋施設関連車両 
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表 7-2-11(2) 交通量(地点Ａ：休日) 

現地調査結果 将来基礎交通量 施設関連車両 将来交通量  

小型車 大型車 小型車 大型車 小型車 大型車 小型車 大型車

06:00-07:00 466 104 334 74 21 300 355 374 

07:00-08:00 944 98 677 70 35 302 712 372 

08:00-09:00 1,261 114 903 82 85 2 988 84 

09:00-10:00 1,404 109 1,007 77 221 2 1,228 79 

10:00-11:00 1,364 86 977 62 551 2 1,528 64 

11:00-12:00 1,428 65 1,023 47 732 0 1,755 47 

12:00-13:00 1,423 111 1,020 79 797 0 1,817 79 

13:00-14:00 1,388 78 994 56 920 0 1,914 56 

14:00-15:00 1,471 97 1,054 70 1,058 0 2,112 70 

15:00-16:00 1,577 71 1,130 51 1,126 0 2,256 51 

16:00-17:00 1,700 79 1,219 56 1,091 0 2,310 56 

17:00-18:00 1,692 81 1,213 57 1,014 0 2,227 57 

18:00-19:00 1,351 102 968 73 905 0 1,873 73 

19:00-20:00 1,108 74 794 53 727 0 1,521 53 

20:00-21:00 791 95 568 67 512 0 1,080 67 

21:00-22:00 729 64 522 46 379 0 901 46 

22:00-23:00 507 60 364 42 195 0 559 42 

23:00-00:00 294 60 211 43 67 0 278 43 

00:00-01:00 176 103 128 72 10 0 138 72 

01:00-02:00 147 84 106 60 7 0 113 60 

02:00-03:00 110 83 79 59 6 0 85 59 

03:00-04:00 127 114 92 81 7 0 99 81 

04:00-05:00 224 104 165 70 12 0 177 70 

05:00-06:00 422 131 302 94 20 0 322 94 

24 時間計 22,104 2,167 15,850 1,541 10,498 608 26,348 2,149 

※将来交通量＝将来基礎交通量＋施設関連車両 
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表 7-2-11(3) 交通量(地点Ｂ：平日) 

現地調査結果 将来基礎交通量 施設関連車両 将来交通量  

小型車 大型車 小型車 大型車 小型車 大型車 小型車 大型車

06:00-07:00 122 35 356 102 28 213  384 315 

07:00-08:00 244 38 712 111 51 214  763 325 

08:00-09:00 354 44 1,032 129 101 3  1,133 132 

09:00-10:00 304 60 887 175 186 2  1,073 177 

10:00-11:00 298 46 869 134 419 2  1,288 136 

11:00-12:00 283 67 826 195 549 2  1,375 197 

12:00-13:00 243 51 709 149 583 2  1,292 151 

13:00-14:00 234 72 683 210 672 2  1,355 212 

14:00-15:00 238 42 694 123 766 2  1,460 125 

15:00-16:00 189 62 551 181 804 2  1,355 183 

16:00-17:00 260 49 758 143 789 2  1,547 145 

17:00-18:00 239 25 697 73 725 2  1,422 75 

18:00-19:00 198 22 578 64 648 2  1,226 66 

19:00-20:00 149 27 435 78 520 1  955 79 

20:00-21:00 111 6 323 18 364 1  687 19 

21:00-22:00 75 25 219 73 268 0  487 73 

22:00-23:00 52 16 152 46 134 0  286 46 

23:00-00:00 18 16 53 46 43 0  96 46 

00:00-01:00 22 22 64 64 7 0  71 64 

01:00-02:00 12 33 35 96 8 0  43 96 

02:00-03:00 30 24 88 70 9 0  97 70 

03:00-04:00 15 22 44 64 7 0  51 64 

04:00-05:00 10 28 30 81 7 0  37 81 

05:00-06:00 43 38 126 110 14 0  140 110 

24 時間計 3,743 870 10,921 2,535 7,702 452  18,623 2,987 

※将来交通量＝将来基礎交通量＋施設関連車両 
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表 7-2-11(4) 交通量(地点Ｂ：休日) 

現地調査結果 将来基礎交通量 施設関連車両 将来交通量  

小型車 大型車 小型車 大型車 小型車 大型車 小型車 大型車 

06:00-07:00 36 13 105 37 10 340 115 377 

07:00-08:00 140 10 407 29 37 340 444 369 

08:00-09:00 352 13 1,025 36 135 2 1160 38 

09:00-10:00 338 12 983 35 282 2 1,265 37 

10:00-11:00 297 9 863 26 651 2 1,514 28 

11:00-12:00 364 19 1,058 56 875 2 1,933 58 

12:00-13:00 230 33 670 94 913 2 1,583 96 

13:00-14:00 245 14 712 41 1057 0 1,769 41 

14:00-15:00 296 9 860 26 1,222 0 2,082 26 

15:00-16:00 183 9 532 26 1,263 0 1,795 26 

16:00-17:00 215 4 624 12 1,227 0 1,851 12 

17:00-18:00 184 4 534 12 1,132 0 1,666 12 

18:00-19:00 112 5 326 14 1,001 0 1,327 14 

19:00-20:00 90 7 262 20 804 0 1,066 20 

20:00-21:00 68 5 198 14 567 0 765 14 

21:00-22:00 48 8 139 24 414 0 553 24 

22:00-23:00 47 10 137 29 211 0 348 29 

23:00-00:00 44 16 128 46 76 0 204 46 

00:00-01:00 23 20 90 35 9 0 99 35 

01:00-02:00 10 12 34 30 4 0 38 30 

02:00-03:00 19 21 58 58 10 0 68 58 

03:00-04:00 9 18 33 45 6 0 39 45 

04:00-05:00 16 19 52 50 8 0 60 50 

05:00-06:00 52 43 153 123 24 0 177 123 

24 時間計 3,418 333 9,983 918 11,938 690 21,921 1,608 

※将来交通量＝将来基礎交通量＋施設関連車両 
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表 7-2-11(5) 交通量(地点Ｃ：平日) 

現地調査結果 将来基礎交通量 施設関連車両 将来交通量  

小型車 大型車 小型車 大型車 小型車 大型車 小型車 大型車

06:00-07:00 305 11 320 11 2 20  322  31 

07:00-08:00 731 24 767 25 6 22  773  47 

08:00-09:00 676 50 709 52 10 0  719  52 

09:00-10:00 564 47 592 49 18 0  610  49 

10:00-11:00 485 32 508 34 41 0  549  34 

11:00-12:00 436 37 457 39 55 0  512  39 

12:00-13:00 404 20 424 21 57 0  481  21 

13:00-14:00 426 30 446 32 66 0  512  32 

14:00-15:00 419 32 439 34 75 0  514  34 

15:00-16:00 476 32 499 34 82 0  581  34 

16:00-17:00 535 29 561 31 78 0  639  31 

17:00-18:00 679 25 712 26 73 0  785  26 

18:00-19:00 630 22 661 23 67 0  728  23 

19:00-20:00 492 21 515 23 52 0  567  23 

20:00-21:00 280 14 294 14 36 0  330  14 

21:00-22:00 264 11 277 11 26 0  303  11 

22:00-23:00 195 7 205 7 14 0  219  7 

23:00-00:00 101 0 106 0 4 0  110  0 

00:00-01:00 103 5 108 5 0 0  108  5 

01:00-02:00 54 0 57 0 0 0  57  0 

02:00-03:00 37 1 39 1 0 0  39  1 

03:00-04:00 30 4 32 4 0 0  32  4 

04:00-05:00 34 1 36 1 0 0  36  1 

05:00-06:00 70 6 74 6 0 0  74  6 

24 時間計 8,426 461 8,838 483 762 42  9,600  525 

※将来交通量＝将来基礎交通量＋施設関連車両 
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表 7-2-11(6) 交通量(地点Ｃ：休日) 

現地調査結果 将来基礎交通量 施設関連車両 将来交通量  

小型車 大型車 小型車 大型車 小型車 大型車 小型車 大型車 

06:00-07:00 126 4 148 5 2 34 150  39 

07:00-08:00 221 17 259 20 6 36 265  56 

08:00-09:00 334 14 392 16 11 2 403  18 

09:00-10:00 378 18 444 21 26 2 470  23 

10:00-11:00 419 20 491 24 65 2 556  26 

11:00-12:00 428 18 503 21 82 0 585  21 

12:00-13:00 420 19 493 22 89 0 582  22 

13:00-14:00 406 17 478 19 104 0 582  19 

14:00-15:00 419 17 492 20 119 0 611  20 

15:00-16:00 414 18 486 21 126 0 612  21 

16:00-17:00 476 18 559 21 122 0 681  21 

17:00-18:00 522 17 613 20 118 0 731  20 

18:00-19:00 429 14 504 16 103 0 607  16 

19:00-20:00 284 11 333 13 81 0 414  13 

20:00-21:00 228 12 268 14 57 0 325  14 

21:00-22:00 182 9 214 10 41 0 255  10 

22:00-23:00 145 1 170 1 22 0 192  1 

23:00-00:00 106 2 125 2 8 0 133  2 

00:00-01:00 42 2 50 2 0 0 50  2 

01:00-02:00 32 0 38 0 0 0 38  0 

02:00-03:00 37 2 44 2 0 0 44  2 

03:00-04:00 27 4 32 4 0 0 32  4 

04:00-05:00 18 3 22 3 0 0 22  3 

05:00-06:00 79 4 93 4 2 0 95  4 

24 時間計 6,172 261 7,251 301 1,184 76 8,435  377 

※将来交通量＝将来基礎交通量＋施設関連車両 
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表 7-2-11(7) 交通量(地点Ｄ：平日) 

現地調査結果 将来基礎交通量 施設関連車両 将来交通量  

小型車 大型車 小型車 大型車 小型車 大型車 小型車 大型車

06:00-07:00 1,117 253 453 102 18 94  471 196 

07:00-08:00 1,423 234 576 95 21 96  597 191 

08:00-09:00 1,275 249 517 100 32 2  549 102 

09:00-10:00 1,109 422 450 170 75 2  525 172 

10:00-11:00 1,153 349 467 141 179 2  646 143 

11:00-12:00 1,104 411 447 167 237 2  684 169 

12:00-13:00 1,095 311 443 126 255 2  698 128 

13:00-14:00 1,068 373 433 151 293 0  726 151 

14:00-15:00 1,191 345 482 140 337 0  819 140 

15:00-16:00 1,225 361 496 146 359 0  855 146 

16:00-17:00 1,340 311 543 126 346 0  889 126 

17:00-18:00 1,686 196 683 79 324 0  1007 79 

18:00-19:00 1,501 152 608 61 292 0  900 61 

19:00-20:00 1,490 154 604 62 240 0  844 62 

20:00-21:00 1,007 128 408 52 169 0  577 52 

21:00-22:00 829 131 336 53 126 0  462 53 

22:00-23:00 551 116 223 47 64 0  287 47 

23:00-00:00 315 114 127 47 23 0  150 47 

00:00-01:00 201 140 81 57 6 0  87 57 

01:00-02:00 155 154 63 62 5 0  68 62 

02:00-03:00 146 139 59 56 5 0  64 56 

03:00-04:00 141 174 57 71 6 0  63 71 

04:00-05:00 162 169 66 68 5 0  71 68 

05:00-06:00 363 237 147 96 8 0  155 96 

24 時間計 21,647 5,623 8,769 2,275 3,425 200  12,194 2,475 

※将来交通量＝将来基礎交通量＋施設関連車両 
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表 7-2-11(8) 交通量(地点Ｄ：休日) 

現地調査結果 将来基礎交通量 施設関連車両 将来交通量  

小型車 大型車 小型車 大型車 小型車 大型車 小型車 大型車 

06:00-07:00 392  96 160 39 8 152 168 191 

07:00-08:00 850  72 346 30 18 152 364 182 

08:00-09:00 1,130  90 462 36 43 2 505 38 

09:00-10:00 1,261  98 515 40 112 2 627 42 

10:00-11:00 1,160  97 474 39 279 0 753 39 

11:00-12:00 1,223  89 499 36 369 0 868 36 

12:00-13:00 1,317  119 538 48 404 0 942 48 

13:00-14:00 1,231  88 502 36 468 0 970 36 

14:00-15:00 1,337  76 546 31 535 0 1081 31 

15:00-16:00 1,406  60 575 24 567 0 1142 24 

16:00-17:00 1,394  85 569 35 548 0 1117 35 

17:00-18:00 1,442  66 590 26 510 0 1100 26 

18:00-19:00 1,196  69 488 28 456 0 944 28 

19:00-20:00 987  72 403 29 368 0 771 29 

20:00-21:00 745  95 304 39 261 0 565 39 

21:00-22:00 634  70 258 29 193 0 451 29 

22:00-23:00 541  62 221 25 100 0 321 25 

23:00-00:00 300  77 123 31 34 0 157 31 

00:00-01:00 159  95 65 39 4 0 69 39 

01:00-02:00 123  90 50 37 4 0 54 37 

02:00-03:00 121  108 49 44 4 0 53 44 

03:00-04:00 118  135 48 55 4 0 52 55 

04:00-05:00 154  152 63 62 6 0 69 62 

05:00-06:00 404  234 165 95 14 0 179 95 

24 時間計 19,625  2,295 8,013 933 5,309 308 13,322 1,241 

※将来交通量＝将来基礎交通量＋施設関連車両 
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図 7-2-7 共用時、休日 
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5)予測結果 

(1)工事の実施による影響 

①工事用資材等の搬出入による等価騒音レベル(LAeq)の変化 

工事用資材等の搬出入による道路交通騒音の予測結果を表 7-2-12 に示す。 

工事中の将来交通による道路交通騒音は、71～72dB と予測される。このうち、工事用車両によ

る増加量は 0.1～0.2dB と予測される。 

 

表 7-2-12 工事用資材等の搬出入による道路交通騒音 

単位：dB 

 
現況交通 

による影響 

工事用車両の走

行による増加量

将来交通 

による影響 
環境基準 

地点Ａ 昼間 71 0.1 71 

地点Ｄ 昼間 72 0.2 72 
70 

 ※環境基準：騒音に係る環境基準（幹線交通を担う道路に近接する空間、昼間） 

 

②建設機械の稼動による騒音レベル(90％レンジの上端値(L5))の変化 

建設機械の稼動による騒音影響の予測結果を表 7-2-13 及び図 7-2-8 に示す。 

敷地境界における最大地点(北側の敷地境界)の騒音レベルは 73dB と予測される。 

 

表 7-2-13  建設機械の稼動による騒音影響     単位：dB 

予測地点 騒音レベル 規制基準 

敷地境界における最大地点 (北側敷地境界) 73 85 

※規制基準：騒音規制法に基づく特定建設作業に伴って発生する騒音の規制に関する基準 
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図 7-2-8 建築機械の稼動 
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(2)施設の供用による影響 

①施設関連車両の走行による等価騒音レベル(LAeq)の変化 

施設関連車両等による道路交通騒音の予測結果を表 7-2-14 に示す。 

将来交通による道路交通騒音は、平日において昼間 68～71dB、夜間 61～67dB、休日において昼

間 67～71dB、夜間 61～65dB と予測される。このうち、施設関連車両による騒音レベルの増加量

は、平日において昼間 0.4～1.9dB、夜間 0.1～0.4dB、休日において昼間 0.7～3.7dB、夜間 0.1

～0.7dB である。 

 

表 7-2-14 施設関連車両の走行による道路交通騒音（等価騒音レベル LAeq） 

       単位：dB 

 
予測 

地点 
 

現況交通 

による影響 

将来基礎交通

による影響 

将来交通 

による影響 

施設関連車両 

による増加量※ 

環境 

基準 

昼間 71 70 71 1.1 70 
地点Ａ 

夜間 68 66 67 0.2 65 

昼間 63 67 69 1.9 70 
地点Ｂ 

夜間 58 63 63 0.4 65 

昼間 67 68 68 0.4 70 
地点Ｃ 

夜間 61 61 61 0.1 65 

昼間 72 68 69 1.0 70 

平

日 

地点Ｄ 
夜間 70 66 66 0.2 65 

昼間 70 68 71 2.8 70 
地点Ａ 

夜間 67 65 65 0.7 65 

昼間 60 65 68 3.7 70 
地点Ｂ 

夜間 58 63 63 0.4 65 

昼間 65 66 67 0.7 70 
地点Ｃ 

夜間 61 61 61 0.1 65 

昼間 71 67 69 2.3 70 

休

日 

地点Ｄ 
夜間 68 64 64 0.3 65 

※施設関連車両による増加量＝将来交通による影響－将来基礎交通による影響 

※環境基準：騒音に係る環境基準（幹線交通を担う道路に近接する空間） 

※網掛けの数値は環境基準を超過していることを示す。 
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７-２-４ 環境保全措置 

予測結果より、事業実施に伴う建設工事が事業計画地及びその周辺に及ぼす騒音の影響は小さ

いと考えられるが、施設の存在･供用については、一部で環境基準を超過する影響を与えると予測

された。 

以上のことから、環境への影響を低減するため、環境保全措置について検討し、事業者が以下

の環境保全措置を実施することとした。 

 

【環境保全措置】 

(1)工事の実施による影響 

①工事用資材等の搬出入による等価騒音レベル(LAeq)の変化 

工事用車両の走行に伴う環境への影響を低減するためには、騒音の発生を抑制することが重

要である。そのためには、工事用車両の走行の集中を避ける、走行時以外の不要な騒音の発生

を抑制する等の措置が有効である。 

以上のことから、本事業では以下の環境保全措置を実施する。 

 

・ 工事工程の管理を徹底し、工事用車両が特定の日または時間帯に集中しないよう配慮する。 

・ 待機中の工事用車両については、アイドリングストップを徹底するよう指導する。 

・ 過積載、急発進・急加速を行わない、走行速度を遵守するなど、エコドライブの実施を指

導する。 

・ 工事用車両の整備・点検を徹底する。 

 

②建設機械の稼動による騒音レベル(90％レンジの上端値(L5))の変化 

建設機械の稼動に伴う環境への影響を低減するためには、騒音の発生を抑制することが重要

である。そのためには、騒音パワーレベルが小さい建設機械を使用する、建設機械の稼動の集

中を避ける、稼動時以外の不要な騒音の発生を抑制する、事業計画地内からの騒音を遮蔽する

等の措置が有効である。 

以上のことから、本事業では以下の環境保全措置を実施する。 

 

・ 建設機械は、低騒音型建設機械を使用する。 

・ 施工計画を十分に検討し、建設機械の集中稼働を回避する。 

・ 騒音抑制のため、建設機械に無理な負荷をかけないようにする。 

・ アイドリングストップを徹底する。 

・ 建設機械の整備・点検を徹底する。 

・ 発破作業については、敷地境界付近では行わないものとする。 

・ 保全対象となる住宅等の付近における工事に際しては、敷地境界に仮囲いを設置する。 
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(2)施設の供用による影響 

①施設関連車両の走行による等価騒音レベル(LAeq)の変化 

施設関連車両の走行による環境への影響を低減するためには、騒音の発生を抑制することが

重要である。そのためには、円滑な交通流を確保する、交通量を減少させる、走行時以外の不

要な騒音の発生を抑える等の措置が有効である。 

以上のことから、本事業では以下の環境保全措置を実施する。 

 

・ 店舗施設への円滑な交通流を確保するため、広島湯来線にオーバーブリッジ道路を設置す

る。 

・ バス路線の再編や新設を検討し、輸送力の増強を図る。 

・ 店舗施設については、バス利用を促し、来客の自動車利用を抑制するよう要請する。 

・ 特定のルートへの交通集中を抑制するため、看板等により自動車利用者を誘導するよう、

施設設置者に要請する。 

・ 施設利用者に対してのアイドリングストップを励行するよう、施設設置者に要請する。 

・ 店舗施設に関しては十分な駐車場を確保するとともに、出入り口については円滑な入出庫

を確保するよう、施設設置者に要請する。 
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７-２-５ 評価 

(1)工事の実施による影響 

①工事用資材等の搬出入による等価騒音レベル(LAeq)の変化 

予測の結果、工事中における対象道路の道路端における騒音レベルは、広島湯来線で昼間 71～

72dB と予測され、環境基準を超過する。ただし、予測地点においては、現況でも環境基準を超過

している。 

また、工事用車両の走行による増加分は、0.1～0.2dB であることから、工事用資材等の搬出入

による影響は小さいと考える。 

これらに加えて、工事の施工にあたっては、工事用車両のドライバーに騒音発生の要因となる

過積載・急発進・急停車を禁止、走行速度の遵守を徹底させるとともに、工事用車両が集中しな

いよう適切な工事計画をたてる等、環境保全措置を積極的に実施する。 

以上のことから、工事用車両による道路交通騒音の影響が低減されるものと評価する。 

 

②建設機械の稼動による騒音レベル(90％レンジの上端値(L5))の変化 

予測の結果、工事中における建設機械の稼動時における騒音レベルは敷地境界上の最大地点に

おいて 73dB と予測された。これは、騒音規制法における特定建設作業に伴って発生する騒音の規

制に関する基準を満足する。 

しかしながら、建設機械の稼動による騒音の影響が長く続くことから、工事の施工にあたって、

建設機械の稼動による騒音の抑制のための環境保全措置を積極的に実施する。 

以上のことから、建設機械の稼動による騒音の影響が低減されるものと評価する。 

 

(2)施設の供用による影響 

①施設関連車両の走行による等価騒音レベル(LAeq)の変化 

予測の結果、供用後における対象道路の道路端における騒音レベルは、平日において昼間 68～

71dB、夜間 61～67dB、休日において昼間 67～71dB、夜間 61～65dB であり、地点Ａにおいては平

日の昼間、夜間及び休日の昼間、地点Ｄにおいては、平日の夜間に環境基準を超過すると予測さ

れた。ただし、地点Ａの平日（昼間及び夜間）及び地点Ｄの平日夜間については現況でも環境基

準を超過している。 

また、将来基礎交通量に対する施設関連車両による騒音レベルの増加量は、平日において昼間

0.4～1.9dB、夜間 0.1～0.4dB、休日において昼間 0.7～3.7dB、夜間 0.1～0.7dB である。 

この状況に対して環境保全措置を実施することにより、施設関連車両による道路交通騒音の影

響が低減されるものと評価する。 

 
 
 
 
――――――――――――――――― 

※ 騒音の大きさの例（広島県ホームページより） 
80dB：地下鉄の車内、ピアノの演奏（前方 1m） 

70dB：電話のベル、騒々しい事務所の中、騒々しい街頭 

60dB：静かな乗用車、普通の会話 

50dB：静かな事務所 

40dB：市内の深夜、図書館、静かな住宅地の昼 
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７-２-６ 事後調査計画 

本事業による騒音の影響を確認するため、事業計画地北側の建設作業騒音が最も大きくなると

想定される土木工事を対象に、敷地境界及び騒音の影響が予想される五月が丘団地の伴広島線と

旧道との交差点付近の 2地点において調査を 2回実施する。 

施設関連車両の発生交通量が大きく変化すると想定される商業施設 I、商業施設Ⅱ及び業務施

設が稼動した時期に、予測地点において、道路交通騒音の測定を各 1回実施する。 
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【参考】事業計画地内における供用時の道路交通騒音 

 

1)予測断面位置 

 予測断面位置を図 7-2-9 に示す。予測断面は石内中央線上の 3断面である。 

 また、道路標準断面を図 7-2-10 に示す。石内中央線は 4車線道路として計画されているが、断

面①については、図 7-2-10 において、中心の 2車線のみが暫定供用されている状態を想定した場

合についても予測した。 

 

図 7-2-9 予測断面位置図 

 

 
図 7-2-10 道路標準断面図（単位：mm） 

 



 229

2)予測条件 

(1)速度 

 自動車の走行速度は 50km/h とした。 

 

(2)交通量 

 交通量は、石内東地区の商業施設が供用開始した時期として平成 27 年度（安全側として、

住宅・業務施設の全てが供用開始すると想定した）とした。時間変動係数及び大型車混入率に

ついては、現況調査結果を適用した。 

 

交通量 平成 27 年度 7,700 台／日 

 

(3)予測地点 

 事業計画地内の環境保全対象として住宅を予測対象とし、予測地点は各予測断面上の住宅用

地境界とした。 

 

3)予測結果 

 予測結果を以下に示す。 

 各予測断面上の住宅用地境界における道路交通騒音は、昼間 42～66dB、夜間 34～58dB と予

測される。 

 

    予測値 環境基準  

    昼間 夜間 
地域

類型
昼間 夜間  

断面① 暫定車線 北 住宅用地境界 65 58 B 65 60 ※1 

  4 車線 北 住宅用地境界 66 58 B 70 65 ※2 

断面② 北 住宅用地境界 63 55 A 70 65 ※2 

  
4 車線 

南 住宅用地境界 42 34 A 55 45 ※3 

断面③ 4 車線 北 住宅用地境界 66 58 B 70 65 ※2 

環境基準 

※1 「道路に面する地域」における環境基準が適用される。 

※2 「幹線交通を担う道路に近接する区間」における環境基準（道路端から 20ｍ）が適用される。 

※3 「道路に面する地域以外の地域 」における環境基準が適用される。 

 

 

4)評価 

 予測結果から、住宅用地境界における道路交通騒音は、環境基準を満足しており、事業計画

地内の住宅における環境は保全されるものと考えられる。 
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７-3  振動 
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7-３ 振動 

7-３-1 現況調査 

1)現地調査 

振動の現況調査概要を表 7-3-1 に示す。 

 

表 7-3-1 現地調査概要(振動) 

調査項目 調査地点 調査方法 調査期間 

環境振動 
事業計画地内北側 

1 地点 

(平日、12 時間) 

平成 21 年 4月 22 日(水) 

7：00～19：00

道路交通振動 
事業計画地周辺 

道路沿道 4地点 

日 本 工 業 規 格

(JIS Z 8735)記載

の方法に準拠し

た、自動計測器に

よる連続測定 

(平日、24 時間) 

平成 21 年 4月 22 日(水) 

6：00～翌 6：00

(休日、24 時間) 

平成 21 年 5月 24 日(日) 

6：00～翌 6：00

振動 

地盤卓越振動数 
道路交通振動とあ

わせた 4地点 

1地点あたり10回

を目処に、大型車

の単独走行時に

周波数を測定し、

平均値を算定 

道路交通振動とあわせて実

施した。 

自動車交通量 
道路交通振動とあ

わせた 4断面 

ハンドカウンタ

ーを用いた計測 

道路交通振動とあわせて実

施した。 

 

(1)調査方法 

現地調査は日本工業規格(JIS Z 8735)記載の方法に準拠し、自動計測器による連続測定を行っ

た。環境振動及び道路交通振動については1時間毎の振動レベル(L10)を測定した。地盤卓越振動

数については、1地点あたり10回を目処に、大型車の単独走行時に周波数を測定し、平均値を算定

した。調査状況を写真7-3-1に示す。 

また、これらに付随して、振動に係る基準等の整理を行った。 

 

  

写真 7-3-1 振動調査状況（環境振動） 
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(2)調査地点 

振動の調査地点は、騒音と同様とした(p.191「7-2騒音」図7-2-1参照)。 

環境振動については、環境騒音と同様に、事業計画地内の北側の1地点を選定した。道路交通振

動についても、道路交通騒音と同様に、工事施工中および関連施設供用後に影響が大きいと考え

られる事業計画地周辺の4地点を選定した。自動車交通量についても、道路交通騒音調査地点にあ

わせて4断面選定した。 
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2)関連法規等 

(1)振動規制法 

「振動規制法」に基づく特定建設作業に伴って発生する振動の規制に関する基準を表 7-3-2 に、

道路交通振動の要請限度を表 7-3-3 に示す。 

 

表 7-3-2 特定建設作業に伴って発生する振動の規制に関する基準 

基準値 作業時間 
1日あたりの 

作業時間 
作業日数 作業日

特定建設作業 

①､② ① ② ① ② ①､② ①､②

１ くい打機（もんけん及び圧入式くい打機を除く）、

くい抜機（油圧式くい抜機を除く）又はくい打くい

抜機（圧入式くい打くい抜機を除く）を使用する作

業 

２ 鋼球を使用して建築物その他の工作物を破壊す

る作業 

３ 舗装版破砕機を使用する作業（作業地点が連続的

に移動する作業にあっては、1日における当該作業

に係る 2地点間の最大距離が 50メートルを超えな

い作業に限る） 

４ ブレーカー（手持式のものを除く）を使用する作

業（作業地点が連続的に移動する作業にあっては、

1日における当該作業に係る 2地点間の最大距離が

50メートルを超えない作業に限る） 

75dB 

以下 

19時 
～  

7時の

時間内で

ないこと

22時 

～  

6時の

時間内で

ないこと

10時間/日

を超え

ないこと

14時間/日

を超え 

ないこと 

連続 6日を

超え 

ないこと 

日曜日

その他の

休日で

ないこと

注 1）①第 1号区域…「振動規制法」第 3条第 1項の規定により指定された区域のうち、イ．良好な住居の環境を保全するため、特に

静穏の保持を必要とする区域であること。ロ．住居の用に供されているため、静穏の保持を必要とする区域で

あること。ハ．住居の用に併せて商業、工業の用に供されている区域であって、相当数の住居が集合している

ため、振動の発生を防止する必要がある区域であること。ニ．学校教育法に規定する学校、児童福祉法に規定

する保育所、医療法に規定する病院及び診療所のうち患者の収容施設を有するもの、図書館法に規定する図書

館並びに老人福祉法に規定する特別養護老人ホームの敷地の周囲 80メートルの区域内であること。 

注 2）②第 2号区域…「振動規制法」第 3条第 1項の規定により指定された区域のうち、前号に掲げる区域以外の区域。 

注 3）建設作業振動が基準値を超え、周辺の生活環境が著しく損なわれると認められる時は、1日における作業時間を、第 1号区域に

おいては 10時間未満 4時間以上、第 2号区域においては 14時間未満 4時間以上の間において短縮させることができる。 

 

 



 234

表 7-3-3 振動規制法に基づく道路交通振動の要請限度 

時間の区分 
区域の区分 

昼間 夜間 

第 1種区域 65 デシベル以下 60 デシベル以下 

第 2種区域 70 デシベル以下 65 デシベル以下 

 

※１ 第１種区域及び第２種区域:それぞれ次の各号に掲げる区域として都道府県知事が定めた区域をいう。 

第 1種区域: 

良好な住居の環境を保全するため、特に静穏の保持を必要とする区域及び住居の用に供されているため、

静穏の保持を必要とする区域 

第 2種区域: 

住居の用に併せて商業、工業等の用に供されている区域であって、その区域内の住民の生活環境を保全

するため、振動の発生を防止する必要がある区域及び主として工業等の用に供されている区域であって、

その区域内の住民の生活環境を悪化させないため、著しい振動の発生を防止する必要がある区域 

※2 昼間及び夜間とは、それぞれ次の各号に掲げる時間の範囲内において、都道府県知事が定めた時間をいう。 

昼間:午前 5時、6時、7時又は 8時から午後 7時、8時、9時又は 10 時まで 

夜間:午後 7時、8時、9時又は 10 時から翌日の午前 5時、6時、7時又は 8時まで 
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7-３-２ 調査結果 

1)現地調査 

①振動(環境振動、道路交通振動、地盤卓越振動数) 

環境振動及び道路交通振動の調査結果を表 7-3-4(1)に、地盤卓越振動数の調査結果を表

7-3-4(2)に示す。 

環境振動については、30dB であった。 

道路交通振動については、昼間は 25～45dB、夜間は 25 未満～44dB であり、広島湯来線(地点Ａ、

地点Ｄ)において、40dB 以上の値になる場合があったが、振動規制法に係る道路交通振動の要請

限度を下回っていた。 

地盤卓越振動数については、20.6～28.3Hz であった。「道路環境整備マニュアル」（平成元年 日

本道路協会）によると、「地盤卓越振動数が 15Hz 以下であるものを軟弱地盤と呼ぶこととする」

とされており、調査地点は軟弱地盤には該当しないといえる。 

 

表 7-3-4(1) 振動(環境振動、道路交通振動)調査結果 

単位：dB 

測定結果(L10) 要請限度 
地点 

平日 

休日 昼間 夜間 昼間 夜間 
適用 

環境振動 平日 30 - - - － 

平日 40 37 
地点Ａ 

休日 34 34 

平日 32 28 
地点Ｂ 

休日 25 25 

平日 36 25 
地点Ｃ 

休日 34 25 未満

平日 45 44 

道路 

交通 

振動 

地点Ｄ 
休日 42 41 

65 以下 60 以下 第１種区域 

※ 要請限度とは「振動規制法」に係る、自動車振動に係る要請限度を示す。 
※ 振動計の測定下限値は 25dB である。 

 

表 7-3-4(2) 地盤卓越振動数調査結果 

地点 地盤卓越振動数 

地点Ａ 23.7 Hz 

地点Ｂ 20.6 Hz 

地点Ｃ 28.3 Hz 

地点Ｄ 23.8 Hz 

 

②自動車交通量 

自動車交通量の調査結果は「7-2 騒音」（p.194）に示したとおりである。
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7-３-３ 予測 

1)予測項目 

振動に関する予測は、次の項目について行った。 

(1)工事の実施による影響 

①工事用資材等の搬出入による振動レベル(L10)の変化 

②建設機械の稼動による振動レベル(L10)の変化 

(2)施設の供用による影響 

①施設関連車両の走行による振動レベル(L10)の変化 

 

2)予測時点 

(1)工事の実施による影響 

①工事用資材等の搬出入による振動レベル(L10)の変化 

工事工程より、工事用車両台数が最も多くなる時期（工事開始後 5年 7ヶ月目）とした。 

 

②建設機械の稼動による振動レベル(L10)の変化 

工事工程より、事業計画地周辺における環境保全対象（事業計画地北側周辺の既存住宅）へ

の影響が最も高くなると考えられる時期（工事開始後 2年 2ヶ月目：Ｂ～Ｄ工区の造成工事）

とした。 

 

(2)施設の供用による影響 

①施設関連車両の走行による振動レベル(L10)の変化 

施設供用後に発生集中交通量が最も多くなると考えられる、平成 27 年度の平日及び休日（発

生集中交通量が大きい 1日）とした。 

 

3)予測地点 

振動の予測地点は、騒音の予測地点と同様とした。 

(1)工事の実施による影響 

①工事用資材等の搬出入による振動レベル(L10)の変化 

主要な工事用車両走行ルートの道路端とし、騒音と同様に、工事用大型車両が走行する広島湯

来線の 2断面（地点Ａ及びＤ：p.191 図 7-2-1 参照）とした※。 

 

※ 「（仮称）石内東地区開発事業環境影響評価実施計画書」（平成 21年 1 月）においては予測地点

は 3断面としていたが、工事用大型車両ルートを南北のみに変更したため、2断面とした。 

 

②建設機械の稼動による振動レベル(L10)の変化 

事業計画地敷地境界から約 100m の範囲とした。 

 

(2)施設の供用による影響 

①施設関連車両の走行による振動レベル(L10)の変化 

主要な施設関連車両走行ルートの道路端（地点Ａ～Ｄ：p.191 図 7-2-1 参照）とした。 
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4)予測方法 

(1)工事の実施による影響 

①工事用資材等の搬出入による振動レベル(L10)の変化 

工事用資材等の搬出入による振動レベルの予測フローを図 7-3-1 に示す。工事用資材等の搬出

入による振動レベル(L10)の変化の予測については、土木研究所提案式による数値計算を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典)「道路環境影響評価の技術手法 2007 改訂版」((財)道路環境研究所) 

 

図 7-3-1 予測フロー(工事用資材等の搬出入による振動レベルの変化) 

 

道路構造 

平面道路予測基準点での 
振動レベル 

距離減衰の補正 

予測条件の設定 

平面道路 
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ア. 予測式 

道路交通振動レベルについて、土木研究所提案式による予測式は、次に示すとおりである。定

数及び補正値等について、表 7-3-5 に示す。 

1
*

1010 α−= LL  

( ) sf1010
*

1010
*

10 dlogclogblogloga ααασ ++++++= MVQL  

ここで、 

10L  
：振動レベルの 80％レンジの上端値の予測値 (dB) 

*
10L  ：基準点における振動レベルの 80％レンジの上端値の予測値 (dB) 

*Q  
：500 秒間の 1車線あたりの等価交通量 (台/500 秒/車線) 

  ( )21
1

3600
500 KQQ

M
+××  

1Q  ：小型車時間交通量 (台/時) 

2Q  ：大型車時間交通量 (台/時) 

K  ：大型車の小型車への換算係数 

V  ：平均走行速度(km/時) 

M  ：上下車線合計の車線数 

σα  
：路面の平坦性等による補正値 (dB) 

fα  ：地盤卓越振動数による補正値 (dB) 

sα  
：道路構造による補正値 (dB) 

1α  ：距離減衰値 (dB) 

a、b、c、d ：定数 

 



 239

 
表 7-3-5 道路交通振動予測式の定数および補正値等 

道路 

構造 
K a b c d ασ αｆ αＳ 

α1=βlog (r/5+1) 

/log102 

ｒ:予測基準点から 

予測地点までの距離(m) 

アスファルト 

舗装：8.2log10σ 

ｆ≧8Hz： 

-17.3log10ｆ 

β: 粘土地盤では 

   0.068L10
＊-2.0 

平面道路 

高架道路に併設さ

れた場合を除く コンクリート 

舗装：19.4log10σ

ｆ＜8Hz： 

-9.2log10ｆ-7.3 

0 
β：砂地盤では 

   0.130 L 10
＊-3.9 

盛土道路 
-1.4H-0.7 

H:盛土高さ(m) 
β: 0.081L10

＊-2.2 

切土道路 
-0.7H-3.5 

H:切土高さ(m) 
β: 0.187L10

＊-5.8 

堀割道路 

3.5 27.3 
 

 

σ:3m プロフィルメー

タによる路面凸凹の標

準偏差(mm) 

 

 

ｆ:地盤卓越振動

数(Hz) 

-4.1H+6.6 

H:堀割深さ(m) 
β: 0.035L 10

＊-0.5 

1 本橋脚：

7.5 

ｆ≧8Hz： 

-6.3log10ｆ 

高架道路 7.9 

2 本以上の

橋脚： 

8.1 

1.9log10ＨＰ 

ＨＰ：伸縮継手部

より±5m 範囲内の

最大高低差(mm) ｆ＜8Hz： 

-5.7 

アスファルト 

舗装：8.2log10σ 

ｆ≧8Hz のとき 

-17.3log10ｆ 
高架道路に 

併設された 

平面道路 

100＜V≦140 

km/h 

のとき 

 

14 

 

 

 

 

V≦100 

km/h 

のとき 

 

13 

47 12 

3.5 21.4 
コンクリート 

舗装：19.4log10σ

ｆ＜8Hz のとき 

-9.2log10ｆ-7.3 

0 β: 0.073L 10
＊-2.3 

 
イ. 予測条件 

道路交通振動レベルの予測条件について、交通量(将来交通量)及び道路条件は、「7-2 騒音」

（p.203～204 表 7-2-8(1)，(2)）、p.206 図 7-2-4(1)，(2)）と同様とした。 

また、各予測地点における地盤卓越振動数は、現地調査結果をもとに設定した。 
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②建設機械の稼動による振動レベルの変化 

建設機械の稼動による振動レベルの予測フローを図 7-3-2 に示す。建設機械の稼動による振動

レベル(L10)の変化の予測については、伝播理論式を用いた定量的予測を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-3-2 予測フロー(建設機械の稼動による振動レベル) 

 

ア. 予測式 

建設機械の稼動による振動レベルについて、予測に用いる距離減衰式および複数振動原の振動

レベル合成式を、次に示す。 

a. 振動伝播の予測式 

( )0
0

100 68.8log20 rr
r
rLrLr

n

−−⎟⎟
⎠

⎞
⎜⎜
⎝

⎛
−= α  

ここで、 

Lr ：予測点における振動レベル(dB) 

Lr0 ：基準点における振動レベル(dB) 

r ：振動源から予測点までの距離 (m) 

r0 ：振動源から基準点までの距離 (m) 

n ：幾何減衰定数(表面波：0.5、実体波：1.0、複合した波：0.75)安全を考慮し、n=0.5 に設定 

α ：地盤の減衰定数(粘土：0.02～0.01、シルト：0.03～0.01)安全を考慮し、α=0.01 に設定 

 

b. 振動レベル合成式 

 

L = 10 log10(10
L1/10+10L2/10+…+10Ln/10) 

ここで、 

L ：合成振動レベル (dB) 

Ln ：各建設機械からの振動レベル (dB) 

建設機械の設定 ・建設機械の種類 
・建設機械の台数 

対象とする振動源の設定 

工事区・予測点の設定 

予測値(L10) 

・建設機械の位置 
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イ. 予測条件 

建設機械の稼動に係る予測条件のうち、建設機械稼働台数及び振動源位置については「7-2 騒

音」と同様であり、表 7-2-9（p.208）及び図 7-2-6（p.210）に示したとおりである。 

 

a. 建設機械の振動レベル 

基準地点における建設機械の振動レベルを表 7-3-6 に示す。 

建設機械の振動レベルについては、建設機械の種類及び規格に合わせて、既存資料を基に設

定した。 

 

表 7-3-6 建設機械稼働台数 

建設機械の種類 規格 
振動レベル 

(dB) 

測定距離 

(m) 
出典※ 

ブルドーザ 32t 級 73 5 2 

ブルドーザ 60t 級 75 5 2 

ブルドーザ 21t 級 73 5 2 

クローラ － 73 7 3 

バックホウ 38m3 級 55 15 1 

ブレーカ 1.2m3 級 73 7 3 

ブレーカ 0.7m3 級 55 7 3 

バックホウ 0.7m3 級 80 15 1 

振動ローラー 起振力 30t 級 73 7 2 

グレーダー － 62 5 2 

散水車 10t 62 5 2 

ダンプトラック 45t 73 5 2 

※1：低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定(建設省) 

2：建設工事に伴う騒音振動対策ハンドブック((社)日本建設機械化協会) 

3：建設騒音及び振動の防止並びに排除に関する調査試験報告書(建設省土木研究所) 

 

(2)施設の供用による影響 

①施設関連車両の走行による振動レベル(L10)の変化 

施設関連車両の走行による振動レベル(L10)の変化について、土木研究所提案式による数値計算

による予測を行った。 

予測フロー、予測式及び予測条件のうち道路条件については、「①工事用資材等の搬出入による

振動レベル(L10)の変化」と同様である。 

将来交通量については、「7-2 騒音」と同様であり、表 7-11-11(1)～(8)（p.212～219）に示

したとおりである。 
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4)予測結果 

(1)工事の実施による影響 

①工事用資材等の搬出入による振動レベル(L10)の変化 

工事用資材等の搬出入による道路交通振動の予測結果を表 7-3-7 に示す。 

工事中の将来交通による道路交通振動は、40～43dB と予測される。このうち、工事用車両の走

行による振動レベルの増加量は 0.1～0.3dB と予測される。 

 

表 7-3-7 工事用資材等の搬出入による道路交通振動 

単位：dB 

 

 

現況交通 

による影響 

工事用車両の走

行による増加量

将来交通 

による影響 
要請限度 

地点Ａ 昼間 40 0.1 40 

地点Ｄ 昼間 45 0.3 45 
65 

※要請限度：振動規制法に基づく道路交通振動の要請限度（第 1種区域、昼間） 

 

②建設機械の稼動による振動レベル(L10)の変化 

建設機械の稼動による振動影響の予測結果を、表 7-3-8 及び図 7-3-3 に示す。 

敷地境界における最大地点(北側の敷地境界)の振動レベルは 70dB と予測される。 

 

表 7-3-8  建設機械の稼動による振動影響 

単位：dB 

予測地点 振動レベル 規制基準 

敷地境界における最大地点 (北側敷地境界) 70 75 

※規制基準：振動規制法に基づく特定建設作業に伴って発生する振動の規制に関する基準 
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図 7-3-3 振動予測結果 
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(2)施設の供用による影響 

①施設関連車両の走行による振動レベル(L10)の変化 

施設関連車両の走行による道路交通振動の予測結果を表 7-3-9 に示す。 

将来交通による道路交通振動は、平日において昼間 37～42dB、夜間 26～40dB、休日において昼

間 34～40dB、夜間 25～40dB と予測される。このうち、施設関連車両による振動レベルの増加量

は、平日において昼間 0.4～1.3dB、夜間 0.4～1.1dB、休日において昼間 0.9～4.0dB、夜間 1.0

～3.2dB である。 

 

表 7-3-9 施設関連車両の走行による道路交通振動 

単位：dB 

 
予測 

地点 
 

現況交通 

による影響 

将来基礎交通 

による影響 

将来交通 

による影響 

施設関連車両 

による増加量※
要請 

限度 

昼間 40 38 39 0.6 65 
地点Ａ 

夜間 37 35 36 0.4 60 

昼間 32 38 39 1.3 65 
地点Ｂ 

夜間 28 36 37 1.1 60 

昼間 36 37 37 0.4 65 
地点Ｃ 

夜間 25 26 26 0.4 60 

昼間 45 41 42 0.6 65 

平

日 

地点Ｄ 
夜間 44 40 40 0.4 60 

昼間 34 32 34 1.9 65 
地点Ａ 

夜間 34 32 33 1.1 60 

昼間 25 33 37 4.0 65 
地点Ｂ 

夜間 25 35 37 3.2 60 

昼間 34 35 36 0.9 65 
地点Ｃ 

夜間 25 未満 25 未満 25 1.0 60 

昼間 42 38 40 2.0 65 

休

日 

地点Ｄ 
夜間 41 36 37 1.1 60 

※施設関連車両による増加量＝将来交通による影響－将来基礎交通による影響 

※要請限度：振動規制法に基づく道路交通振動の要請限度（第 1種区域） 
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7-3-４ 環境保全措置 

予測結果より、事業実施に伴う建設工事及び施設の存在･供用が事業計画地及びその周辺に及ぼ

す振動の影響は小さいと考えられるが、さらに環境への影響を低減するため、環境保全措置につ

いて検討し、事業者が以下の環境保全措置を実施することとした。 

 

【環境保全措置】 

(1)工事の実施による影響 

①工事用資材等の搬出入による振動レベル(L10)の変化 

工事用車両の走行に伴う環境への影響を低減するためには、振動の発生を抑制することが重

要である。そのためには、工事用車両の走行の集中を避ける、走行時以外の不要な振動の発生

を抑制する等の措置が有効である。 

以上のことから、本事業では以下の環境保全措置を実施する。 

 

・ 工事工程の管理を徹底し、工事用車両が特定の日または時間帯に集中しないよう配慮する。 

・ 待機中の工事用車両については、アイドリングストップを徹底するよう指導する。 

・ 過積載、急発進・急加速を行わない、走行速度を遵守するなど、エコドライブの実施を指

導する。 

・ 工事用車両の整備・点検を徹底する。 

 

②建設機械の稼動による振動レベル(L10)の変化 

建設機械の稼動に伴う環境への影響を低減するためには、振動の発生を抑制することが重要

である。そのためには、振動レベルが小さい建設機械を使用する、建設機械の稼動の集中を避

ける、稼動時以外の不要な振動の発生を抑制する等の措置が有効である。 

以上のことから、本事業では以下の環境保全措置を実施する。 

 

・ 建設機械は可能な限り、低振動型建設機械を使用する。 

・ 施工計画を十分に検討し、建設機械の集中稼働を回避する。 

・ 振動抑制のため、建設機械に無理な負荷をかけないようにする。 

・ アイドリングストップを徹底する。 

・ 建設機械の整備・点検を徹底する。 

・ 発破作業については、敷地境界付近では行わないものとする。 
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(2)施設の供用による影響 

①施設関連車両の走行による振動レベル(L10)の変化 

施設関連車両の走行による環境への影響を低減するためには、振動の発生を抑制することが

重要である。そのためには、円滑な交通流を確保する、交通量を減少させる、走行時以外の不

要な振動の発生を抑える等の措置が有効である。 

以上のことから、本事業では以下の環境保全措置を実施する。 

 

・ 店舗施設への円滑な交通流を確保するため、広島湯来線にオーバーブリッジ道路を設置す

る。 

・ バス路線の再編や新設を検討し、輸送力の増強を図る。 

・ 店舗施設については、バス利用を促し、来客の自動車利用を抑制するよう要請する。 

・ 特定のルートへの交通集中を抑制するため、看板等により自動車利用者を誘導するよう、

施設設置者に要請する。 

・ 施設利用者に対してのアイドリングストップを励行するよう、施設設置者に要請する。 

・ 業務施設及び店舗施設の出入り口については、円滑な入出庫を確保するよう、施設設置者

に要請する。 
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7-3-５ 評価 

(1)工事の実施による影響 

①工事用資材等の搬出入による振動レベル(L10)の変化 

予測の結果、工事中における対象道路の道路端における振動レベルは、最も高い地点において

45dB と予測された。これは、振動規制法に基づく道路交通振動に関する要請限度を下回る。 

さらに、環境保全措置を実施することにより、工事用資材等の搬出入による道路交通振動の影

響が低減されるものと評価する。 

 

②建設機械の稼動による振動レベル(L10)の変化 

予測の結果、工事中における建設機械の稼動時における振動レベルは敷地境界上の最大地点に

おいて 70dB と予測された。これは、振動規制法に基づく特定建設作業に伴って発生する振動の

規制に関する基準を下回る。 

さらに、環境保全措置を実施することにより建設機械の稼動による振動の影響が低減されるも

のと評価する。 

 

(2)施設の供用による影響 

①施設関連車両の走行による振動レベル(L10)の変化 

予測の結果、供用後における対象道路の道路端における振動レベルは、平日において昼間 37～

42dB、夜間 26～40dB、休日において昼間 34～40dB、夜間 25～40dB であり、このうち、施設関連

車両による振動レベルの増加量は、平日において昼間 0.4～1.3dB、夜間 0.4～1.1dB、休日におい

て昼間 0.9～4.0dB、夜間 1.0～3.2dB と予測された。これは、全ての地点において振動規制法に

基づく道路交通振動に関する要請限度を下回る。 

さらに、環境保全措置が実施されることにより、施設関連車両の走行による道路交通振動の影

響が低減されるものと評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

――――――――――――――――― 

※ 振動の影響例（広島県ホームページより） 
90dB：人体に生理的影響が生じ始める 

80dB：産業職場で振動が気になる（8時間振動にさらされた場合）、深い睡眠にも影響がある 

70dB：浅い睡眠に影響がではじめる 

60dB：振動を感じ始める、ほとんど睡眠影響はない 

50dB：人体に感じないで地震計に記録される程度 

40dB：常時微動 
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7-3-６ 事後調査計画 

本事業による振動の影響を確認するため、造成工事期間中に、事業計画地北側の建設作業振動

が最も大きくなると想定される土木工事を対象に、敷地境界及び振動の影響が予想される五月が

丘団地の伴広島線と旧道との交差点付近の 2地点において調査を 2回実施する。 

また、施設関連車両の発生交通量が大きく変化すると想定される店舗施設 I、商業施設Ⅱ及び

業務施設が稼動した時期に、予測地点において、道路交通振動の測定を各 1回実施する。 
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